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県がすすめている取り組みを紹介します！

技術を身に付け、ながさきで働こう！
　県では、若者の県内での就業を進めるため、高等技術専門校と農業大学校を設置しています。いずれも入学
金・授業料は無料で、専門的な技能や技術を身に付けることができます。

県内で頑張っている企業や人に
エール（応援）を送ります!

安全・安心を守り、
おいしい商品づくり

若い社員を育て、
地域貢献にも寄与する

　島原市に本社があり、食肉加工
品を幅広く製造しています。品質・
衛生管理に重点を置き、「生産から
食卓まで」の安全・安心を一貫して
守り続けています。近年、自社開発
の3種のブランド肉（雲仙しまばら
豚・雲仙しまばら鶏・長崎じげもん
豚）とその加工品が評価され、中で
も「とりちゃーしゅー」と「サラダ
チキン」は『長崎四季畑』に認証さ
れています。

　当社では、時代に合った商品作
りを心掛けており、若い社員の視
点を積極的に取り入れています。
昨年は入社2年目の社員のアイデ
アを商品化しました。
　また、地域貢献の一環として、県
の産業人材育成奨学金返済アシス
ト事業に協力しているほか、障害
者雇用にも力を入れています。
　創業50年という節目を迎え、こ
れからも安全・安心を大前提に、本
当においしい商品をもっと多くの
人にお届けできるようさらに努力
していきます。

　3種のブランド肉は、島原半島内
の農家と契約し、環境と飼料にこ
だわって飼育しています。抗生物
質・抗菌剤を使用しない特別な配
合飼料で育てているので、安全な
上に臭みがなく肉質が良いのが特
徴です。原料や製法にこだわって
作る『島原工房』シリーズは、ブラ
ンド肉を使用したハム、サラダチ
キン、鶏めしの素などの商品があ
り、県内外の小売店で広く販売さ
れています。
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株式会社 大光食品

かな ざわ ひろ き

（島原市）

金澤 博樹さん
商品課長
お話を伺ったのは

※1 長崎四季畑
　県内の優れた農産加工品の販売支援や
生産振興を目的に創設された長崎県ブ
ランド農産加工品認証制度

「とりちゃーしゅー」（左）と「サラダチキ
ン」（右）

※2 産業人材育成奨学金返済アシスト事業
　地域産業を担う人材の育成・確保のた
め、大学などを卒業後、対象業種の県内
企業に一定期間就業した場合、奨学金
の返済の支援が受けられる制度

品質・衛生面を厳しく管理

長崎県立高等技術専門校

　県内企業などで即戦力として活躍できる技術者･技
能者を養成する職業能力開発校。長崎･佐世保の2校に
15の訓練科があり、最新の機械や設備、寮を備えた全
国でも屈指の施設です。平成30年度修了生の就職率
は98.8％(うち県内93.3％)と高い就職率が特徴です。

受　付：10月  8日（火）～21日（月）
試験日：10月29日（火）
対象者：平成14年4月1日以前に生まれた方。
　　　  ただし、自動車整備科および長崎校の建築設
　　　  計施工科においては、高等学校卒業または高
　　　  等学校卒業認定試験合格者。

〈取得できる資格・受験資格の例〉
● 第二種電気工事士免状
● 2級技能士(建築大工／電気機器組立て)
● 2級ガソリン自動車整備士(受験資格)　など

■令和2年度入校生募集（一般選考）

長崎高等技術専門校  　☎095-887-5671

　若者の就業に必要な技能や知識を習得できる環境を整備し、県内産
業の成長や活性化につなげるための人材の育成に取り組んでいます。
　県内産業の次代の担い手として、技術を身に付け未来への第一歩を
踏み出す若者を全力で応援します。

長崎県知事

中村法道

夢をかたちに！

問合せ
長崎高等技術専門校 検 索

佐世保高等技術専門校  ☎0956-62-3799
佐世保高等技術専門校 検 索

溶接技術科 機械技術科

長崎県立農業大学校

　農林水産省の認定を受けた農業者研修教育施設。
野菜、花き、果樹、畜産の4つの学科があり、全寮制で
す。2年間で農業に関する専門的な知識や技術、経営に
ついて学べます。卒業生は、県内で農業経営や農業関
連産業の分野で活躍しています。

受　付：10月30日（水）～11月18日（月）
試験日：12月  2日（月）
対象者：来春高等学校を卒業見込みまたは高等学校卒
　　　  業認定試験合格者などで、農業･農業関連産業
　　　 に従事しようとする方や農業指導者を目指す方。

〈取得できる資格・受験資格の例〉
● 危険物取扱者
● 大型特殊免許（農耕用）
● 家畜人工受精師　など

■令和2年度学生募集（1次募集）

農業大学校  　☎0957-26-1016問合せ
長崎県立農業大学校 検 索

花き学科 果樹学科

おいしさの理由は
素材の良さ

他にもさまざまな
資格が取れますよ

「本当においしい商品を食べてほしい」
それが私たちの願いです。
「本当においしい商品を食べてほしい」
それが私たちの願いです。

※1

※2

もと


